「学級組織の立候補演説をつくろう」　　　　中学校一年生
	学習プリント
	言語意識
	言語活動
	単元の目標
	実施時期

	· 「前期の自分の係活動を振り返ろう」

・前期の自分の係活動を振り返り、後期への課題を見付けるために使用

· 「演説に向けて、後期の立候補する理由を考えよう」

・後期に自分が就きたい係とその理由を明確にし、やる気をもつために使用

· 「立候補に向けてスピーチメモをつくろう」

　・実際に演説をする際に、話す内容を確認するために使用

· 「教室で話す際の適切な音量をつかみ、演説の練習をしよう」

　・演説の練習をペアで行う際に、音量と強弱について自分のよさと課題を見付けるために使用

· 「班内で、立候補演説をしよう」

　　・仲間の演説の最もアピールしたいところを聞き取り、自分に身に付いた力を確認するために使用
	（相　手）学級の仲間に

（目　的）自分のやる気を理解してもらい、学級の仲間から承認してもらうために

（場面・

　　状況）教室で・二分程度で

（方　法）効果的な事実の配列を工夫するスピーチメモを使って

（評　価）同じ班の仲間からのメッセージカードを中心に、振り返る。
	演説
	○学級組織づくりの中で、学級の一員としての役割を果たすために自分が就きたい係に対するやる気を精一杯示そうと、事実と意見との関係に注意し、適切な音量や強弱に気を付けて話そうとしている。　　　　（国語への関心・意欲・態度）

○仲間にアピールしたい内容を明確にし、効果的な事実の順序を考えて話すことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（話す・聞く能力）

○話し手が最もアピールしたいことに注意して聞くことができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（話す・聞く能力）

○教室で話すのに適切な音量やアピールするための強弱の付け方を理解することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　（言語についての知識・理解・技能）
	九月ごろ


単元指導計画（全三時間）

	３
	２
	１
	時

	○音量と強弱に注意して、やる気を理解してもらえる立候補演説をすることができる。
	○教室内での聞き取りやすい音量をつかみ、最もアピールしたいところを強調して、強弱の変化をつけて話すことができる。
	○後期に挑戦しようとする係と立候補の理由を整理して明確にし、やる気を示すことのできるスピーチメモをつくることができる。
	ねらい

	１学習課題を提示する。


２前時の学習を振り返り、ペアで全体の音量と強弱の変化を確認しながら、立候補演説の練習をする。

３立候補演説をする。

４班の仲間の発表ごとにメッセージカードを記入し、交流する。また、騒音計で音量をチェックしておく。

　　　　　　　　　（プリントその五）

５単元で身に付けた力と姿勢を振り返り、プリントに記入する。
	１学習課題を提示する。


２音量を変えた教師による例文の範読を聞き、騒音計を使って最も聞き取りやすい音量を見付ける。

３各自が自分のスピーチメモの一部を話し、騒音計を使って、最も聞き取りやすい自分の音量をつかむ。

４自分のスピーチメモの強調したいところに印を付ける。

　　　　　　　　　（プリントその三）

５班内でペアをつくり、騒音計を使って全体の音量と強弱の変化を確認しながら、立候補演説の練習をする。

　　　　　　　　　（プリントその四）

６本時の学習を振り返る。
	１学習課題を提示する。

　


２自分の前期の活動を振り返る。

　　　　　　　　（プリントその一）

３立候補しようとする係と立候補の理由を、箇条書きで整理して書き出す。　　　　　　（プリントその二）

４やる気を示すために、何をどんな順序で話せばよいかを考えスピーチメモを書く。　　　（プリントその三）

・やる気の基となった前期での自分の姿や仲間の姿を取り入れて書く。

５立候補理由を整理したプリントとスピーチメモを班内で交流し、やる気を伝えるものであるか検討する。

６本時の学習を振り返る。


	学習活動

	○教室内のどこからでも聞き取りやすい音量と、アピールしたいことを強調して話している。

（観察・騒音計の表示）

○承認するかどうかの判断をするために、仲間の演説の最もアピールしたいことを聞き取っている。

（学習プリント）
	○騒音計を活用して、教室内のどこからでも聞き取りやすい音量で話している。

（観察・騒音計の表示・スピーチメモの記述）

○承認するかどうかの判断をするために、仲間の演説のアピールしたいことを聞き取っている。

（学習プリント）

○適切な音量と強弱の変化をつけて話すために、繰り返し練習している。（観察）
	○自分の希望する係について、立候補理由を整理して、話す内容を取捨選択し、その順序を考えてスピーチメモを書いている。

（観察・学習プリント）

○仲間の意見を取り入れながら演説内容を構成しようとしている。　　　　（観察）
	評価規準・評価方法

	・発表そのものは特別活動の時間に行う。

・練習中にできるだけよさを認める援助をし、発表に向けての意欲付けをする。

・音量と強弱の変化と話の構成がやる気を伝えるものになっていたかと、最もアピールしたいと思われることとをメッセージカードに記入するよう示唆する。


	・各班に一台の騒音計を

　用意する。

・指導者が三種類程度の音量で範読し、最も聞き取りやすい音量を考えさせる。

・話し手と騒音計の距離を一定にする。

・空き教室等を活用して、

　すべての班が同時に練習できるようにする。

・一度だけでなく何度も練習している姿を価値付け意欲を高める。
	・学級担任と連携をとる。前期の振り返りについては帰りの会等で書いておくようにする。

・後期に立候補しようとする係についても、事前に学級担任との相談等によって考えておくように指示する。

・立候補する理由については、「自己の成長」と「学級の成長」との両面から考えるように示唆する。

・自分のやる気を表すことのできる理由を選ぶことを示唆し、個別指導をする。
	指導・援助


やる気を示す立候補演説を考えよう。





適切な音量をつかみ、強弱の変化をつけよう。





立候補演説をしよう。








